
公表 保護者等から参事業所評価の集計結果

(別紙 4)

公表日 令議ア年 12月 26日

利用児童数 17 回収数 15

ひふみ長野若握数室

こどもの活動等のスペースが十分紅確保さねていると思しヽますか。 10 5

職員の磁置:難鐘通切であると思与ヽますか。 13

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された |:環境 :こなつてしヽると思しヽ

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性 :こ応して、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適1観 :こなされてしヽると思いますか。

11 
´

生活空間は、清潔で、心地よく退ごせる環境 :こなつて与ゝると思もヽますか。

また、こども達の活動|[合わせた空間となつてしヽると思いますか。
12

こどものことを十分 |こ理解し、こどもの特性等 1こ応じた専 F電′整参ある支援

が受けられてしヽると思しヽますか。
14

事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合つてもヽると思じヽますか 。
15

こどものことを十分理解し、こどもと保護者の三―ズや課題が客観搬 こ分

析された上で、放課後等デイサービス計画 (個別支援三十画)が作成されて

らヽると思与ヽますか。

15

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「蒙族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援 :こ必要な票目が適

切に設定され、その上で、具体灼な支援内容が設定されてしヽると思しヽます

か。

14

放議後等デイサービス計画 :こ沿つた支援が行われて与lると思しヽますか。 13

事業所の活動プログラムが固定イijされないよう工夫されてしヽると思しヽます

か。
13

旗課後 :′電菫グラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がおつますか,

事業蒻を利用する際に、運菫規程、支援プ睡グラム、利用者負:握等につしヽ

て丁寧な説明がありましたか。
15

「放譲後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。

事業所では、家族|こ対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われてしヽます

か。

6

日壌|からこどものil親を保護者と伝え合しヽ、こどもの健康や発達:の状況 :こ

つして 共通理解ができてしヽると思しヽますか。
15

定難鋳紅、面談や子育て紅関する醜重等の支援が行われてし`ますか。 12

事業i所の難:員から共感的紅支援をされてしヽると思しヽますか。 15

父母の会の活難の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けら載るなど与家族への支援がされている毒`。また、きようだ

い蒔けのイベン トの開催等 (こより、きょうだしヽ同士参交1流の機会が設けら

れるなど、きようだいへの支援がされてしヽますか。

こどもや家族からの相談や申入れ ([つしヽて、対応の体:利が整備されている

ととも紅、こどもや僚護者 :[対 してそのような場があること:こついて周

知 '裁瞬され、隷談や申入れをした際延迅速かつ適嵯 :こ対応されてもヽます

か。

11



こどもや保護者とで⊃意慧の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思しヽますか。
13

定期的 |こ通獲や:本一ムページ 。SNS等 で、活動概要や行事予定、1連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れて与ヽますも`か

握入情報の取扱い :こ十分 :こ留意されてしヽると思しヽますか , 11

事業所では、事故防止マ=ュ
アみ、繁:急時対応マニュアル、防盤マニュア

メL感 染症対応マニュアル等糠 さな 保護者に簿知 ル識鴫されてしヽま

すか。また、発生を想定した議:購が実施さ紅 しヽますか。

12

事業所で〔真 非常災害の発生 (こ儀え、定期的に避難、救出その進必要な話:|

練が行われてしヽますか。
12

事業所より、こども母安全を確保するた時尋計画 :こつもヽて周知される等、

安全
―
の確保が十分 :こ行われた上で支援が行われていると思しヽますか ,

12

事豪等 (怪我等を含なぅ)が発生した際経,事業所島`ら速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等紅つしヽて説明がされている (:』思いますか。

こどもは安心感をもつて通所してしヽますか。 13

こどき ま通蒻を楽しみ:[してもヽますか。 12

事業所繹支援 :こ満定して静ますか。 13


